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研究成果の概要（和文）： 
 

本研究では「コンピュータ版英語語彙処理テスト開発に関する研究を、その中心的な成
果として報告し、大規模なテストの妥当性の検証を行った。その結果、英語の語彙処理能
力において、日本人英語学習者の場合には、「語彙知識量（語彙知識の正確さ）」と「語彙
知識運用度（語彙アクセスの流暢性）」の間に乖離があり、この乖離の程度が、ある個人（被
験者）内でも、どのようなプライム語の後で、どのターゲット語にアクセスするかによっ
て大いに変わってくるという結論に達した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
  The present study has focused on the development of the Computer-Based English 
Lexical Processing Test (CELP Test), and reports the result of validity assessment of 
the test.  It is concluded that there is much discrepancy between the amount of exact 
lexical knowledge and the performance of lexical processing in the case of Japanese 
EFL learners and that the degree of discrepancy varies according to individual 
learners. 
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１．研究開始当初の背景 
 

平成 16 ～18 年度の共同研究、「日本人英
語学習者によるガーデンパス文の処理メカ
ニズム」において、日本人英語学習者の場合、
文処理過程において、メンタルレキシコン内
の語の意味や語用論的情報がオンライン的
に同時に処理されていることが示唆された。  

その上で、第二言語の文処理モデルとして、
(1)モジューラモデルと相互作用モデルのう
ち、いずれがより妥当なモデルかについて理
論的な観点から検証するとともに、(2)実際の
語彙の学習・指導方法においても、文を処理
し理解することが、その文に含まれる未知語
の学習を促進するのかどうかについて探究
するという目的を設定した。 

 
 

２．研究の目的 
 

語彙処理と統語処理のモジュール性の検
討に入る前段階として、英文中に使用する
個々の英単語の困難度を語彙処理の観点か
ら記述することにした。具体的には次の２つ
が目的であった。 
(1)基本単語の処理特性を記述する。これには、
横川ほか（2006）をもとに、基本語を選定し、
それらの語の処理特性を記述して、第二言語
における文処理研究のための基礎データを
集める。 
(2)第二言語としての英語学習のための標準
語 彙 処 理 能 力 （ computer-based lexical 
processing: CELP）テストを開発し、その妥
当性・信頼性を検証する。 
 
 
３．研究の方法 
 
 まずは、特に上記目的(2)を中心として、
以下の方法で研究を遂行し、所定の成果を収
めた。 
(1)関連する文献資料の収集 
(2)単語処理テスト方法概要の決定：語彙プ
ライミング（lexical priming）法を採用、
英単語親密度調査文字編である横川ほか
（2006）をもとにテスト用語彙を選定、 
(3)テスト用プライム語・ターゲット語の刺
激語ペアリスト（yes および no 反応用単語
ペアを含む）の作成 
(4)プログラミングによる３種類（A～C）の
予備調査用テストの作成 
(5)３つの予備調査用テストを、５つの大学
で外国語として英語を学ぶ日本人英語学習
者（大学生）に対し実施 
(6)予備調査データの集計・分析、 
(7)使用した視覚提示英単語ペアのさらなる

絞り込みを行い、等質な最終完成版テスト２
種類（Test A and B）を作成 
(8)関西圏のいくつかの大学において、外国
語として英語を学ぶ日本人英語学習者に対
し実施し、CELP テストの妥当性・信頼性に
関する本調査第二次データを収集 
(9)本調査データの集計と統計処理を実施し
て、CELP テストの妥当性・信頼性を確認 
(10)本研究の応用研究として、次のような課
題を検討 

①CELP テストと Nation & Beglar の語彙
サイズテストとの相関関係 
②リーディングにおける単語認知能力の
役割についての検討 
③第二言語の語彙処理能力とリーディン
グ力：単語認知と読書量・読解速度との関
連を検討 

(11)科学研究費補助金＜基盤研究(C)＞研究
成果報告書『第二言語における語彙処理と文
処理のインターフェイス：日本人英語学習者
への実証研究（The Interface between 
Lexical and Sentence Processing 
in L2: An Empirical Study of Japanese EFL 
Learners）』の刊行 
 
 
４．研究成果 
 

次のような基本コンセプトを持つ CELP テ
ストの開発を実施した。 
(1)正答数（あるいは誤答数）のみならず、
反応時間（RT）をもとにしたデータをとり、
それをスコアに入れる、 
(2)語彙プライミング（lexical priming）法
を用いたテストを開発する、 
(3)コンピュータベース（あるいはインター
ネットベースでも構わない）で実施できるよ
うにする、 
(4)提示方法は視覚提示にする、 
(5)中級下位（Lower Intermediate）レベル
（高校生）以上の生徒・学生に利用できるよ
うにする。 
 テスト開発にはそのテストの妥当性
（validity）の検証が不可欠である。以下、
この妥当性検証のための実験研究の成果に
ついて報告する。 

参加者（被験者）は、外国語として英語を
学ぶ日本人英語学習者（大学生）で、関西を 
中心とする６大学の計 698 人であった。その
うち、テストＡは 338 人の参加者に、テスト
Ｂは 360 人の参加者に対して実施された。 

使用したプライム語とターゲット語の単
語ペアは、100 ペアずつ（Yes 反応ペアと No 
反応ペアが同数）で、2 セット分を選定し、
親密度が均等な Test A、Test B の 2 つのテ
ストを作成した。 



実際の実験では、まずディスプレイ中央部
に出された凝視点（＋＋＋＋＋印）に２秒間 
視点を固定させ、その後その位置にペアの片
方の語（プライム語）を所定の時間提示し、 
ブランクの後、もう片方の語（ターゲット語）
を提示した。各被験者はターゲット語の提示
の時点から、できるだけ素早く正確に、プラ
イム語とターゲット語の間に意味的な類義
関係がみられるか否かを判断し、Yes（キー
ボードのＢを押す）あるいは No（キーボード
のＮを押す）の反応をそれぞれ右手人差し指、
中指を使って即座に行うことが要求された。
実験の実施は、CALL 教室を用いて集団で実
施されたが、個々の参加者ペースで進められ、
実施要領等の指示はすべてパソコンのディ
スプレイ上に提示したが、必要最小限の説明
等は、実験者が口頭で行った。なお、練習問
題は、本実験の直前に、AB 各テストとも、
９題ずつ実施され、その半数のトライアルに
おいては、反応が正しいか間違っているかの
フィードバックを PC 画面上に与えた。 
 本実験で得られた主な結果をまとめると
次の通りである。 
(1)被験者（参加者）ベースの集計では、正
答率（CR）、反応時間（RT(1)）、全反応時間
（RT(2)）、効率指標（EffInx）のいずれにお
いても、テスト A・B 間には有意差は認めら
れない。 
(2)同様の結果は、単語ペアベース集計から
もみられ、やはり正答者率（CR）、反応時間 
（RT(1)）、全反応時間（RT(2)）、効率指標
（EffInx）のいずれにおいても、テスト A・B 
間には有意差は存在しない。 

これら(1)(2)のデータは、テスト A と B が
極めて均質的で、ほぼ同様のものを測定する
語彙テストとして活用できることを示唆し
ている。 
(3)被験者ベースで集計したときの、CR と
RT(1)、RT(2)の間における、ピアソンの偏差
積率相関係数の結果は、r=0.090 から
r=0.148 と極めて低いことがわかる。 
(4)しかしながら、項目（英単語ペア）ベー
スの場合は、r=-0.673 から r=0.732 とある
程度の相関が得られる。 
(5)それにも関わらず、CR や RT(1)、RT(2)
と効率指標（EffInx）との間の相関分析の結
果はかなり高い値が得られる。 
 上記結果(3)からは、語彙の宣言的な知識
を問う「語彙知識量＝正確さ（accuracy）」
と「語彙知識運用度＝流暢性（fluency）」の
間に乖離（dissociation）があることがわか
る。 
 結果(4)については、対照的なデータにな
っているが、個々の単語ペアベースの集計で
は、個々の単語に対するアクセスの正確さと
流暢性は、かなりの程度密接に関係している
指標であることが分かる。言い換えると、

個々の被験者は、単語ペア毎に、単語知識の
正確さと流暢さの「乖離の程度（degree of 
dissociation）」が、大きく変わってしまう
が、個々の単語ペアベースでみると、正確な
反応が得られる単語ペアは、全体として、す
ぐに反応される傾向が強く、正確な反応が得
られる率が低い単語ペアでは、正答が得られ
るまでにそれ相応の時間（労力）がかかって
しまうことを示唆している。 

結果(5)については、被験者ベースの集計
でも、単語ペア（項目）ベースの集計でも、 
ともに高い相関値を示していることから、単
一のデータを指標として語彙処理テストの
得点とするよりも、効率指標（EffInx）がか
なり安定した語彙処理運用能力の指標とな 
ることを示唆しているのではないか、と考え
られる。これを指標とすることで、本研究に 
おいて開発した CELP テストは、かなり妥当
な指標となることが理解できる。 
 以上、本研究においては、３年間にわたる
成果として、「コンピュータ版英語語彙処理
テスト（Computer-Based English Lexical 
Processing Test：CELP Test）開発に関する
研究を、その中心的な成果として報告した。
その中で、英語の語彙処理能力において、 
日本人英語学習者の場合には、「語彙知識量
＝正確さ（accuracy）」と「語彙知識運用度
＝流暢性（fluency）」の間に乖離があり、こ
の乖離の程度（degree of dissociation）が、
ある個人（被験者）内でも、どのようなプラ
イム語の後で、どのターゲット語にアクセス
するかによって大いに変わってくることを
明らかにした。今後は、以上の主たる成果を
もとに、CELP テストの効率指標スコアが、
現在多くの識者の注目を集めるシャドーイ
ング・音読（Shadowing & Oral Reading）の
能力といかに関係するか、特にシャドーイン
グ・音読のトレーニングが、文内の各語彙の
処理効率をいかに促進するか、言い換えると
語彙知識の自動的アクセス（automatic 
access）にいかに関係するかについて検討し
たい。 
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